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カタクチイワシ卵の採集調査結果

駿河湾内・伊豆半島沖でカタクチイワシ卵が多く確認されました。

l 駿河湾奥部・湾口部・伊豆半島沖を中心に広い範囲でカタクチイワシ卵
が確認されました。

（注意）湾内の卵は、海流の影響を受けて移動します。
そのため、シラスに成長するまでに湾外へ流出する可能性があります。
特に伊豆半島沖の卵については、流れによっては湾内に流入してこない
可能性があります。

各調査海域における卵採集数（図中の点●○は測点）
※採集された場合は点lの上に卵の数を示す


